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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
本研究は農林水産物流通史の上において重要な中央卸売市場制度の成立過程を,多くの新資料を駆使し
て実証的に追求し,わが国中央卸売市場制度の歴史的諸特質を解明したもので,先駆的な業績として高く
評価されてよい｡いま本研究の評価すべき点を摘記すれば以下のとおりである｡
(1)明治末期以来,問屋資本の側から展開された市場改革運動は,問屋相互の競争を排除し,前期的独占
の維持を意図したものであり,その具体的な表現が市場の公設制と一地区一市場-営業者制の主張である
ことを実証した｡
(2)大正末期に成立した中央卸売市場制度は,近世以来の問屋制市場機構の近代的転化形態に他ならない
ことを,著者新発見の官庁資料によって統一的に分析するとともに,近代市場政策の根幹に市場公設制と
一地区一市場-営業者制の二原則が脈打っていることを解明したO
(3)さらに中央卸売市場制度の成立は,単に卸売市場のみの改革ではなく,第一次世界大戦後における都
市の生鮮食料品流通の大量化 ･合理化に適合的な,円滑な配給機関として,社会政策的な機能を担う統制
的な市場の性格を付与するものであったとの見解を提示した｡
(4)そのほか,中央卸売市場が従来の問屋資本を卸売人として単一収容することによって生ずる市場の公
設私営主義は,結局,市場の公共性を貫徹しえない制度上の根本的な矛盾であることを指摘するなど,中
央卸売市場制度の特質の由って釆たる所以を成立過程の中から明快に論述した｡
以上のように本研究が,わが国中央卸売市場制度の成立過程を豊富な具体的資料に基づいて克明かつ統
一的に究明して,その歴史的特質と意義を明らかにしたことは,農史学とくに農林水産物流通史の研究に
貢献するところ大である｡
よって,本論文は農学博士の学位論文として価値あるものと認める｡
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